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本装置は計器用変成器（ＶＴ・ＣＴ）の誤差試験用に開発された電子式負担装置です。 

テンキーにより負担や力率などの設定が容易にできます。 

ＵＳＢインタフェースを装備していますので変成器誤差試験装置(DAC-VCTT-8)と 

パソコンによる自動試験システムにも対応できます。 

    

    

 

■特 徴 

 

               ●ＶＴ・ＣＴ兼用器です。 

               ●理想的な低負担（零負担）設定が可能です。 

               ●本体単体で最大１００ＶＡ、最小０．００１ステップで設定ができます。 

               ●２端子接続時のリード線補償ができます。 

               ●最大１００点分の試験条件を登録する事ができます。 
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仕   様 
 

●定格二次電圧  ： ＶＴモード １１０/√３Ｖ、１１０Ｖ 

●定格二次電流  ： ＣＴモード １Ａ、５Ａ 

●測定電圧          ＶＴモード 定格の２～１２０％ 

                   ＣＴモード 定格の１～１２０％ 

●負担力率   ： 遅れ０．２０～１～進み０．８０ ※進み時負担設定ｍａｘ２５ＶＡ 

●設定負担ＶＡ   ： ０．０００～１００．０ＶＡ 

●リード線補償   ： ＣＴモード０～１．０００Ω  

●負担設定確度  ： ±４％ 

                      ※定格の１/１０以下は±１０％ 

●インタフェース  ： ＵＳＢ（２．０/１．１） ※ご要望によりＧＰ－ＩＢも可能 

●周波数    ： ５０、６０Ｈｚ 

●入力電源        ： ＡＣ１００Ｖ～２４０Ｖ±１０％ ５０/６０Ｈｚ 

●消費電力        ： 約１５０ＶＡ 

●使用環境        ： 温度５～３５℃ 湿度３５～８０％  ※非結露 

●電圧・電流計確度 ： ±（３％ｒｄｇ+３digits） 

●寸法・質量       ： Ｗ４３０×Ｈ２００×Ｄ４５０（ｍｍ） 約２６ｋｇ 

 

パネル説明 

                                                                                                      

                           電圧表示        電流表示 

 

CT 接続端子 

                                                         設定表示 

 

VT 接続端子 

                                                         

 

 

 

 

          

         設定ﾃﾝｷｰ        モード設定       MEAS                レンジ設定 

 

 

  結線図 
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機能説明 

 

 

抵抗とリアクタンスの組み合わせで作る〔実負担〕方式と、電子回路で作る〔見せ掛けの負担〕 

方式の利点を組み合わせた負担装置（特許第３１６２３０７号）です。実負担方式では実現 

困難であった無限分解能による自動設定ができます。小容量の電子負担で大容量負担装置が 

できる為、全電子式に比べ、小型・軽量にできます。又、制御容量の比率が小さくなる為安定な 

負担となります。 
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本体基本構成図                        

 

 

 

 

上記構成図において、点線で囲まれた部分が抵抗（Ｒ）とリアクトリル（Ｌ）による実負担部と 

一点鎖線で囲まれた実負担部以外の部分が電子負担（虚負担部）で、両部は一体化され 

筐体に収納されています。 

負担設定を行うと電力増幅幅の出力が最小になる様な抵抗とリアクタンスをＣＰＵで演算して 

自動的に選択し、設定します。この事により、小さな電力損失で大容量の負担を無限分解能 

で設定できる様になっています。又、変流器用負担装置に一般的に使用される四端子法とは 

異なり、本装置では被試験変流器と負担装置の間に介在する電圧降下を別に検出し加算 

する方式を採用していますので理想的な負担設定が可能となります。 
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●試験方式        ：  被試験器と標準器との同比試験方式  ※標準ＶＴ・ＣＴはオプション 

●被試験変成器 

計器用変圧器      ：  定格二次電圧 ： １１０Ｖ、１２０Ｖ、１５０Ｖ，２００Ｖ、２３０Ｖ、１１０／√３、１９０／３Ｖ・・・ Ａ 

                              １００／３Ｖ、１１０／３Ｖ、１００／３Ｖ  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ B 

計器用変圧器      ：  定格二次電流 ：  ５Ａ、１Ａ 

●測定範囲 

   比誤差 ・位相角  ：  測定レンジ    比誤差          位相角 

                   ２％     ０～±１．９９９％     ０～±９９．９分 

                  ２０％     ０～±１９．９９％     ０～±９９９分 

   電圧範囲        ：  ＶＴ  定格二次電圧設定の２～１２０％ ※定格二次電圧Ａにおいて 

                      定格二次電圧設定の５～２００％ ※定格二次電圧Ｂにおいて 

   電流範囲        ：  ＣＴ  定格二次電流設定の１～２００％ 

   電圧計          ：  ０～３００Ｖ 

   電流計          ：  ０～１０．５Ａ 

   周波数          ：  ４５～６６Ｈｚ 

●分解能 

   比誤差、位相角     測定レンジ   比誤差       位相角 

                   ２％      ０．００１％      ０．１分 

                  ２０％      ０．０１ ％        １分 

●測定確度 

比誤差          ：  ±（３％ｒｄｇ＋２ｄｉｇｉｔｓ）※定格の２０％未満は±（３％ｒｄｇ＋３ｄｉｇｉｔｓ） 

位相角          ：  ±（３％ｒｄｇ＋２ｄｉｇｉｔｓ）※定格の２０％未満は±（３％ｒｄｇ＋３ｄｉｇｉｔｓ） 

電圧・電流       ：  ±（３％ｒｄｇ＋３ｄｉｇｉｔｓ） 

   周波数          ：  ±０．１Ｈｚ以下 

 

 

 

●試験方式  ：  被試験器と標準器との同比試験方式 

●被試験計器 ：   ＶＴ 定格二次電圧 １１０Ｖ、１１０Ｖ√３Ｖ  

               ＣＴ 定格二次電流  ５Ａ、１Ａ   

●測定範囲  ：  比誤差・位相角     

ε ２％レンジ  ε ：±１．９９９％ 、 θ ：±１９．９９分   

ε ２０％レンジ ε ：±１９．９９％ 、 θ ：±１９９．９分   

●ＶＴ二次電圧 ：  １１０Ｖ定格    ２．０Ｖ～２２０Ｖ   

                 １１０／√３Ｖ定格 １．２Ｖ～１２７Ｖ   

●ＣＴ二次電圧 ：   ５Ａ定格定格０．１Ａ～１０Ａ   

                 １Ａ定格      ０．０２Ａ～２Ａ   

●測定確度  ：  比誤差、位相角 

±（３％ｒｄｇ＋４ｄｉｇｉｔｓ）※定格の２０％以上   

±（３％ｒｄｇ＋６ｄｉｇｉｔｓ）※定格の２０％未満  

自動計器用変成器誤差試験装置 ＤＡＣ－ＶＣＴＴ－８ 
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